
児玉郡市広域圏でも常勤職員・非常勤職員の育児休業の取得要件の緩
和が図られました。
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令和４年児玉郡市広域市町村圏組合議会　第３回定例会
令和４年９月28日（水）開催

広域圏

○令和３年度 一般会計歳入歳出決算を認定
歳入総額　42億8,292万6,723円
歳出総額　41億4,986万3,272円
　歳入の主なものは、各事業に対する構成市町の負担金
31億5,935万6千 円（73.8％） で、 組 合 債3億5,410万
円と合わせると全体の82.0％を占めます。その他のもの
では、小山川クリーンセンター手数料が約2億5,397万
円、余剰電力売電料金が約7,089万円、斎場使用料が約4，
537万円となっています。
　歳出については、主に組合各施設の管理運営経費ですが、
臨時的な経費の主なものとして、神川分署に配備した消防
ポンプ自動車の購入及び消防緊急通信指令施設部分更新工
事等です。また、予算に対する執行率は97.3％となって
います。
歳出の主な内容は、下記のとおりです。
総務費 2億5,533万　755円
斎場運営費（こだま聖苑） 6,233万4,662円
余熱利用施設運営費（湯かっこ） 7,188万1,261円
利根グリーンセンター費 2億5,567万　900円
小山川クリーンセンター費 10億　117万8,723円
消防費 20億8,621万1,262円
公債費 4億　　77万2,814円

○�児玉郡市広域市町村圏組合職員の定年等に
関する条例等の一部改正
　地方公務員法等の一部改正に伴う職員の定年の引
上げ等に関し必要な事項を定めるため、国家公務員
の定年を基準として、管理監督職勤務上限年齢制、
定年前再任用短時間勤務制及び60歳以降の任用等に
係る情報提供・意思確認制度の導入等の措置を講じ
る改正をするものです。

○�児玉郡市広域市町村圏組合職員の勤務時間、
休日及び休暇に関する条例の一部改正
　一般職の常勤職員の特別休暇のうち、育児参加の
ための休暇の対象期間を拡大するため改正するもの
です。

○�児玉郡市広域市町村圏組合職員の育児休業
等に関する条例の一部改正
　人事院規則の改正を踏まえ、非常勤職員の育児休
業の取得要件を緩和等するため改正するものです。

○令和４年度一般会計補正予算（第２号）
補正額	 1,582万7千円
補正後の額	 39億2,847万8千円
　歳出の主な内容は、小山川クリーンセンター運営
費で電気料に不足が見込まれるための増額及び職員
の人事異動に伴う人件費の増減のほか、債務負担行
為の事項、期間及び限度額を定めるものです。
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